
 

 
  

 
 

 
 
 
 

  上場新株予約権の評価                   

Ｑ：上場新株予約権の評価方法が明らかに

なったそうですが、どのようになったのです

か？ 

                                              

Ａ：次のように評価することとなりました。 

【解説】 

さきごろ、国税庁から新株予約権無償割当

てによって株主に割り当てられた新株予約権

のうち、①金融商品取引所に上場されている

もの及び②上場廃止後権利行使期間内にある

ものを「上場新株予約権」と定義し、それぞ

れの評価方法を明らかにしました。 

 ①新株予約権が上場期間内にある場合 

  その新株予約権が上場されている金融商品

取引所の公表する課税時期の最終価格と上場

期間中の新株予約権の毎日の最終価格の平均

額のいずれか低い価額によって評価する(負

担付贈与又は個人間の対価を伴う取引により

主即した場合を除く)。ただし、最終価格がな

い場合は、課税時期前の最終価格のうち、課

税時期に最も近い日の最終価格とする。 

 ②上場廃止された新株予約権が権利行使期間

内にある場合 

  課税時期におけるその目的たる株式の価額

から権利行使価額を控除した金額に、新株予

約権１個の行使により取得できる株式数を乗

じて計算した金額(マイナスのときはゼロ)に

よって評価する。ただし、発行法人が事前に

定めた算定式に基づく価格により取得する旨

の条項が付されている場合には、上記の金額

と取得条項に基づく取得価格のいずれか低い

金額によって評価する。 
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